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祝 辞

文部科学大臣

盛山 正仁

文部科学大臣杯第３０回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会が、

全国から多数の高校生の参加を得て開催されますことを、心からお祝

い申し上げます。

スポーツは、世界共通の人類の文化であり、人々が生涯にわたり心

身共に健康で文化的な生活を営む上で不可欠なものです。特に、心身

が著しく成長する高校生にとって、体力を向上させるとともに、仲間

を尊重し、仲間と協同する精神、公正さと規律を尊ぶ態度等を養うこ

とは、生涯にわたる健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育む基礎

となるものです。

そうした中、本大会に出場する高校生の皆さんが、学業との両立を

図り、真摯にボウリングに取り組まれていることは、我が国のスポー

ツ振興や青少年の健全育成に大きく資するものであり、大変喜ばしく

思います。

本大会に出場される皆さん、日頃の成果を発揮する絶好の機会です。

これまで支えてくれた保護者や指導者、仲間への感謝の気持ちを忘れ

ず、勝負に臨んでください。そして、本大会で得られた経験が、皆さ

んの更なる成長の糧となることを願っています。

結びに、本大会の開催に御尽力された公益財団法人全日本ボウリン

グ協会をはじめ、関係の皆様に敬意を表するとともに、本大会の成功

を祈念してお祝いの言葉といたします。

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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ご挨拶

第30回全国高等学校対抗選手権大会 会長

公益財団法人全日本ボウリング協会 会長

北川 薫

文部科学大臣杯第３０回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会の

開催にあたり、ご挨拶を申し上げます。高校のボウリング部活動普及

を目指して創設された本大会が、３０回の節目を迎えました。これも

ひとえに、熱意をもって高校部活動と選手育成に携わってこられた皆

様のご尽力の賜物と、心より御礼を申し上げます。

この３０年で、本大会や国体などを目標としながら、日々真摯に研

鑽する高校生の輪が、全国に大きく広がりました。学校生活や競技活

動において仲間と励まし合い、工夫と努力を重ねている高校生ボウラ

ーは、今や世代の枠を超えて全国の頂点を争う存在となりました。

「ボウリングの甲子園」を標榜する本大会を、２０２３年を飾る大

会として盛大に開催できますことは、主催者としてこの上ない喜びで

あります。出場校の皆さんが、文部科学大臣杯を目指して、練習の成

果を十分に発揮されるよう祈念いたします。

この大会で、学校の名を背負い仲間とともに挑む経験は、今後もボウ

リングに邁進する糧となり、さらなる活躍への礎となることでしょう。

困難を乗り越え、強靭な肉体と精神を鍛え、日本を代表するアスリー

トとなってください。大学生、社会人としてよりレベルの高い舞台で

活躍している先輩たちに、一日も早く追いつき、追い越すことを目標

に頑張ってください。期待しています。

終わりになりましたが、本大会の開催にご理解ご尽力賜ります三重

県、津市の皆様と、会場の津グランドボウル様、主管三重県ボウリン

グ連盟、ご後援ご協力いただきました関係各位に厚く御礼を申し上げ、

ご挨拶といたします。

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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歓迎のことば

三重県ボウリング連盟 会長

田口 隆夫

文部科学大臣杯第３０回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会の

開催にあたり、主管を代表しご挨拶申し上げます。

新型コロナウイルス感染症が発症して４年ですが、今年５月より５

類移行になりました。これにより、平常の大会に戻りより一層の充実

した大会になると思います。

第３０回となります記念大会が県庁所在地の津市の津グランドボウ

ルにて４回目の開催の運びになり、三重県ボウリング連盟主管として

選手監督及び引率の方々の皆様に三重県にきて良かったなと思ってい

ただけるよう万全の態勢で運営したいと存じます。

参加の選手チームは所属の高等学校の栄誉を目指し精一杯頑張って

いただき、学校、選手同士の親交にも奮って配慮願いたいと思います。

新型コロナウイルス感染症は５類移行となりましたが油断はできな

い状況です。また、インフルエンザ等の感染症にもご注意をお願いし

ます。

残念な話ですが、この大会の第１回目開催の星が丘ボウルが、先日

老朽化を理由に閉鎖となり、寂しい限りです。私たちの舞台になりま

すボウリング場が減っていくことに危機感を感じます。

東海地区に位置する三重県は西に鈴鹿山脈東に伊勢湾を望む風光明

媚な土地です。競技終了後に時間がありましたら、三重県には伊勢神

宮、忍者の里伊賀上野城等名所旧跡巡りや最終日はクリスマスイブに

あたりますので鈴鹿サーキット、桑名市の長島スパーランド等のエン

ターテイメントで楽しむのも良いと思います。海鮮や松阪牛等のグル

メを味わって頂ければ幸いです。

終わりに津グランドボウル様をはじめご協力頂きました関係各位に

心より感謝申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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大会役員名簿

大 会 会 長 北 川 薫 (公財)全日本ボウリング協会 会 長

大 会 副 会 長 吉 岡 英 隆 (公財)全日本ボウリング協会 副会長

〃 丹 羽 秀 樹 (公財)全日本ボウリング協会 副会長
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三重県ボウリング連盟 理事長
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〃 近 藤 浩 一 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 田 坂 幾 太 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 上 田 暢 子 (公財)全日本ボウリング協会 理 事
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大 会 褒 賞 部 員 米 山 裕 紀 〃 理 事
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開催要項
主 催： 公益財団法人全日本ボウリング協会

後 援： スポーツ庁・公益財団法人全国高等学校体育連盟

公益財団法人三重県スポーツ協会・三重県高等学校体育連盟

三重県ボウリング公認競技場協議会・三重県ボウリング場協会

協 力： 日本ボウリング機構（ＪＢＯ）・公益社団法人日本ボウリング場協会

津グランドボウル

主 管 運 営： 三重県ボウリング連盟

開 催 月 日： ２０２３年１２月２３日（土） ～ ２４日（日）

会 場： 津グランドボウル（公競№１２３－４８） ＡＭＦ５６Ｌ

〒５１４－０８２１ 三重県津市垂水字下境９１５－１

ＴＥＬ：０５９－２２７－７４１５ ＦＡＸ：０５９－２２４－４３７５

競 技 種 目： 男子の部 各学校対抗 ２人チーム戦

女子の部 各学校対抗 ２人チーム戦

競 技 方 式： デュアルレーン方式（アメリカ方式）で実施する。

競 技 方 法： 予 選 男子・女子とも１人９ゲームの競技を行い（１ゲーム毎にレーン移動）、

その合計得点（チーム１８ゲーム）の上位８チームが決勝トーナメント

に進出する。

決 勝 男子・女子とも上位８チームにより、１ゲームマッチのトーナメント

を行い、その成績により優勝校並びに順位を決定する。

競 技 規 程： 公益財団法人全日本ボウリング協会制定のボウリング競技規則並びに選手権競

技会規程による。

同位の裁定： 予選において同位が生じた場合、第１３３条に基づき裁定する。

決勝において対戦チーム同士が同点の場合は各チーム１名の競技者による９・

１０フレームの決定戦により順位を決定する。敗退したチームが同点の場合、

予選順位の上位チームを上位とする。

参 加 資 格： ２０２３年度公益財団法人全日本ボウリング協会高等学校登録会員、またはジ

ュニア会員の高等学校在学者に限る。ただし、満１８歳未満（２０２３年４月１

日現在）とする。

参 加 校 数： １．事前の参加希望調査に基づき、参加割当は別紙の通りとする。また、高等

学校登録校で男子１５名以上、女子６名以上の登録がある学校は２チーム

参加できるが、決勝には同一校１チーム（予選上位チーム）のみ出場できる

ものとする。

また、前回男子・女子優勝校はシード校とし、施設使用料は公益財団法人

全日本ボウリング協会が負担する。

２．第２９回大会の男子・女子優勝校

男子 愛知県 名工学園名古屋工業高等学校

女子 群馬県 前橋市立前橋高等学校

チーム編成： 男子・女子とも、各学校単位でチームを編成（２名）すること。

補欠選手登録は１チーム１名とする。

褒 賞： 男子校・女子校とも 優勝～第８位まで

※男子・女子優勝校には文部科学大臣賞状及び文部科学大臣杯を授与する

個人ハイゲーム賞・個人ハイシリーズ賞

（男子・女子別 予選９ゲームを対象とする）

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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特 典： 第３０回大会男子・女子優勝校は、第３１回大会のシード校とする

＜注意事項＞

① 納入された施設使用料は、送金締切日以降、返金しない。また、自然災害や感染症

の流行等により大会を中止した場合、旅費・宿泊費の補償はしない。

② 当協会として傷害補償責任等は一切負わない。各自において保険証（原本または写し）

を持参するとともに、事故や怪我等に備え補償を受けられるスポーツ傷害保険等へ

加入すること。

③ 参加申込にあたっては、申込書に学校長承認印を捺印のこと。

④ 原則として各都道府県にて予選会を行い、参加チームを選出すること。

⑤ 今大会、各都道府県連盟旗は不要。

⑥ 大会使用ボールの登録は、ＪＢＣホームページより事前に登録用紙をダウンロード

して必要事項を記入の上、会場に持ち込んだ全てのボールを競技開始前に登録する

こと。登録には、２個目から１個につき５００円の登録料を納めるものとし、５個

目からは特別保管料として１個につき１，０００円を追加徴収する。また、ボール

の追加登録は原則として認めない。

⑦ 競技中に参加全競技者の中から無作為にボール検査を実施する。シフト終了後主管

役員により指名された選手は速やかにボール検査に協力すること。登録していない

ボールを会場へ持ち込んだ場合、それまでの記録は全て無効とする。

⑧ 未検査ボール、ボール検査合格証不携帯の場合は、競技開始前に検査を受けること。

この場合の検査料は１個５００円とし、大会期間中のみ有効のボール検査合格証を

発行する。

⑨ 大会に使用するボールの持ち込みは４個以内に自粛すること。

⑩ 会員証不携帯の場合、今大会のみ有効の臨時会員証を発行する。申請書に必要事項

を記入し、３００円の発行手数料を添えて申請すること。

⑪ 会場にボールバック等を送る場合は１２月２１日午後以降の到着で送ること。

⑫ 本大会の映像・写真・記事・記録等における個人情報（氏名・年齢・性別・記録・肖像

等）は、広報の目的で使用・公開する。また報道機関に提供することがある。その

掲載権・使用権は主催者に属する。

⑬ 本大会開催中、会場内で撮影した写真・映像等は、映る人物の個人情報（肖像を含

む）およびプライバシーに配慮し、個人使用の範囲内に限ることとする。報道目的、

企業活動での撮影および公開は、必ず主催者の許可を得ること。

ドーピング検査について

１．本競技会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象

大会である。

２．本競技会参加者（１８歳未満の競技者を含む。以下同じ）は、競技会にエントリーした

時点で日本アンチ・ドーピング規程にしたがい、ドーピング・コントロール手続の

対象となることに同意したものとみなす。１８歳未満の競技者については、本競技

会への参加により親権者の同意を得たものとみなす。

３．本競技会に参加する１８歳未満の競技者は、親権者の署名した同意書を大会に持参

し携帯すること。親権者の同意書フォームは、日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡ

ＤＡ）のウェブサイト（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｐｌａｙｔｒｕｅｊａｐａｎ．ｏｒｇ／

ｊａｄａ／ｕ１８．ｈｔｍｌ）からダウンロードできる。１８歳未満の競技者はドー

ピング検査の対象となった際に、親権者の署名が記載された当該同意書を担当検査

員に提出すること。なお、親権者の同意書の提出は１８歳未満時に１回のみで、当

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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該同意書の提出後に再びドーピング検査の対象となった場合は、すでに提出済みで

あることをドーピング検査時に申し出ること。ドーピング検査会場において親権者

の同意書の提出ができない場合、検査後７日以内にＪＡＤＡ事務局へ郵送にて提出

すること。親権者の同意書の提出がなかった場合でも、ドーピング・コントロール

手続に一切影響がないものとする。

４．本競技会参加者は、本競技会において行われるドーピング検査（尿・血液等検体の種

類を問わず）を拒否又は回避した場合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移動

等個人的諸事情によりドーピング検査手続を完了することができなかった場合等

は、アンチ・ドーピング規則違反となる可能性がある。アンチ・ドーピング規則違

反と判断された場合には、日本アンチ・ドーピング規程に基づき制裁等を受けるこ

とになるので留意すること。

５．競技会・競技会外検査問わず、血液検査の対象となった競技者は、採血のため、競

技／運動終了後２時間の安静が必要となるので留意すること。

６．日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容およびドーピング検査については、公益財

団法人日本アンチ・ドーピング機構のウェブサイト（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｌａｙ

ｔｒｕｅｊａｐａｎ．ｏｒｇ）にて確認すること。

この事業は公益財団法人ヨネックススポーツ振興財団の助成を受けて実施しています。

決勝トーナメント表
（男子女子上位各８チーム）

優 勝

G

E F

A B C D

１ ８ ５ ４ ３ ６ ７ ２

予 選 順 位

※３位はトーナメント２回戦（準決勝）

で敗退したチーム得点の上位が３位、

下位が４位。

５位～８位は、トーナメント１回戦

で敗退したチーム得点により、決定

する。なお、敗退したチームが同点

の場合、予選順位の上位チームを上

位とする。

※決勝トーナメントにおいて対戦チー

ム同士が同スコアの場合、各チーム

１名の競技者が９－１０フレームの

決定戦で決着がつくまで行う。決定

戦の投球は、その競技者双方がその

ゲームを終了したレーンで行うもの

とする。この場合、予選順位上位チ

ームの競技者がレーン及び投球順を

選択する。さらに２回目の決定戦で

は、競技者はレーンを変えて、投球

順は逆とする。

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会



- 10 -

競技日程

月日 時間 内容 会場 備考

（第１日目）
０８：００～００：００ 選 手 入 場

１２月２３日
（土）

０８：００～０９：１５ ボ ー ル 登 録

０８：４５～０９：１５ 監督・引率者会議 津グランドボウル

０９：４５～１０：００ 開 会 式 津グランドボウル

１０：１５～１２：４５ 男 子 ・ 女 子 ２×４人打

予 選 １ 回 戦 ７４Ｔ ５２Ｌ

１２：４５～１３：４５ 休 憩

１３：４５～１６：１５ 男 子 ・ 女 子 ２×４人打

予 選 ２ 回 戦 ７４Ｔ ５２Ｌ

１６：３０～１９：００ 男 子 ・ 女 子 ２×４人打

予 選 ３ 回 戦 ７４Ｔ ５２Ｌ

１６：３０～２０：００ 選 手 退 場

（第２日目）
０７：３０～００：００ 選 手 入 場

１２月２４日
（日）

０８：００～０８：３０ 決勝戦出場校発表・受付

（男女各８チーム）

０９：００～０９：３０ 決勝トーナメント ２×２人打
１ 回 戦

０９：４０～１０：１０ 決勝トーナメント ２×２人打
２回戦（男女準決勝）

１０：２０～１０：５０ 決勝トーナメント ２×２人打
女 子 決 勝

１１：００～１１：３０ 決勝トーナメント ２×２人打
男 子 決 勝

１２：００～１２：４０ 表彰式・閉会式 津グランドボウル

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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競 技 規 則 （ 抜 粋 ）

第１３３条（同位ピンの裁定） 第４０７条（ボウラーズエリア）

競技の勝位の決定について、個人又はチーム戦の得点が同点の場合、次の 選手権競技会において競技者、観客に識別できるようボウラーズエリアを

とおり裁定する。 定めるものとする。

（１）シリーズにおいて同点の場合は、最高ゲームと最低ゲームの差の最も ２ 各団体において、ボウラーズエリアに入ることのできるのは監督又は

少ないものを上位とする。 コーチのいずれか１名とする。ただし、各選手権競技会において別の

（２）２シリーズ以上の競技において同点の場合、最高シリーズと最低シリ 定めがある場合、この限りではない。

ーズの差の最も少ないものを上位とする。 ３ ボウラーズエリアに入ることのできる範囲は、自チームの競技してい

（３）１ゲームのスコアが同点の場合及び第１号の得点差が同じ場合は、個 るボウラーズエリア内とする。

人又はチーム戦で第１０フレームまでを含めたストライク数の多いも

のを上位とする。 第４１０条（使用ボール）

（４）さらにストライク数が同じ場合は、スペア数の多いものを上位とする。 選手権競技会に使用するボールは、次の各号に基づいて使用するものとす

（５）スペア数が同じ場合は、ともに勝者とするか、又はさらに１ゲームの る。

決勝戦を行い、勝者を決定する。 （１）選手権競技会に出場する者の使用ボールは、すべて国際ボウリング連

ただし、競技要項にほかの方法で規定している場合は、その規定によ 盟公式認定ボール又は本協会公式認定ボールで認証検査に合格したも

る。 のであること。また、常に本協会規定の「ボール検査合格証」を携帯

していなければならない。

第１３４条（スローボウリングの禁止） （２）合格したボールでも、表面にテープ、ペンキ等で目印をしたり、明ら

すべての競技は遅滞なく実施し、審判員は遅滞の原因が競技者にある次の かに故意にキズをつけた場合は、失格とする。

ような場合には、スローボウリングと判定する。 （３）ボールの表面調整及び表面加工については、競技規程第１３６条を適

スローボウリングの判定は、同一シリーズ内においてのみ適用し、最初は 用する。

「警告」、２回目は「厳重注意」、３回目以降は、そのフレームの得点を０と （４）競技者は、大会に使用するすべてのボールを登録しなければならない。

する。 （５）１９９１年１月１日以降に製造されたボールのみ使用が認められる。

（１）競技者は、自分の投球順で左右の隣接するレーンがあいている場合、 （６）上記のほか、競技規程第１３５条を適用する。

直ちに投球態勢をとらなければならない。

（２）競技投球者は、投球の準備態勢に入ろうとしているすぐ右側レーンの 第４１８条（競技者の服装）

競技者に対してのみ優先投球権を認めなければならない。 選手権競技会に参加する競技者の服装は、競技規程第１３７条及び本協会

（３）競技者が１レーンに１名又は２名で競技する場合は、当該シフトで進 の服装規則を遵守すること。

行の早い競技者から、原則として４フレーム以上の遅れ、３名以上で

競技する場合は、２フレーム以上の遅れがあった場合は、機械の故障 第４１９条（競技中の飲食、喫煙）

等の有無を確認の後、判定する。 競技中の飲食、喫煙は一切禁止する。ただし、アルコールを含まない飲料

（４）競技者は、前の競技者のボールがボールラックに戻ったときから３０ をボウラーズエリア以外の指定された場所で飲むことは許される。

秒以内にその競技者は投球しなければならない。その判定は、審判員 また、競技者はボウラーズエリアをみだりに離れてはならない。やむを得

が競技者を無作為に選考し、ストップウォッチにより、その競技者の ず離れる場合は、必ず審判員に申し出て承認を得なければならない。

投球時間を測定する。 ※ その他は、すべて本協会競技規則を適用する。

（５）第４号の条文については、当分の間、指導事項とする。

【 注 意 事 項 】

第１３６条（ボウリングボールの表面調整及び表面加工） ※ 競技会及び選手権大会の競技中２個以上のボールを使用する場合は、次

ボウリングボールの表面調整及び表面加工については、国際ボウリング連 のことを厳守して下さい。

盟の規定に基づき、次のとおりとする。 （イ）競技中、特別の指示がある場合を除きボールラックには１人１個の

ゲーム中にボールの表面を調整及び加工した場合は、そのゲームの得点は ボールしか置くことはできない。

０とする。 （ロ）競技会および選手権大会では、競技開始前に主管認証部へ会場に持

（１）ボウリングボールの調整に使用できるポリッシュ並びにクリーナーは、 ち込んだ全てのボールを登録しなければならない。その際の登録料

国際ボウリング連盟の公式認定の物とし、ボウリングボールの表面調 は、２個目から１個につき５００円の登録料を納めなければならな

整は、競技が遅滞しない範囲でゲームとゲーム間で許されるが、必ず い。また、５個以上を登録する場合は、別途の料金が必要となる。

手で実施し、ボウラーズエリア内では行うことはできない。 （ハ）競技中にボール交換のために、他の競技者に迷惑をかけたり、競技

（２）ボウリングボールの表面加工をすることは、第１号で規定されたもの 進行に支障を生じさせた場合は、スローボウリング（競技規程第１

を除き、指定された場所において、公式練習中、競技直前の練習時間 ３４条）の適用を受ける場合がある。

中及びシフトとシフトの間は許される。 ※ 大会には、ボールの持込を１人４個以内に自粛するよう指導事項となっ

（３）ボールの表面を調整及び加工した場合は、その表面に付着物があって ております。ご協力をお願いいたします。

はならない。 ※ 大会会場に４個以上持ち込んだ場合でも、競技フロアへのボールの持ち

込みは４個以内とします。

第４０６条（遅 刻） ダブルボールバッグ２つ、あるいはトリプルボールバッグ１つとシング

競技者は、競技開始予定時間の３０分前までに、あらかじめ定められた場 ルボールバッグ１つで運搬するなど、外形的にも４個以内であることが

所に集合し、受付を通過する。通過しない場合は、その種目は失格となる。 わかるようにしてください。

競技中のボールの入れ替えは可能ですが、競技が遅滞しない範囲で行っ

てください。

※ ハイゲーム、ハイシリーズ賞とも同点の場合は、該当者全員を表彰しま

す。（選手権競技会規程第４１４条）

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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参加校一覧

道都府県名 学 校 名
チーム数 監 督 引 率 者

男子 女子 代表引率者

１ 北海道 立命館慶祥高等学校 １ 深 見 義 明 橋 本 和 美

北海道札幌東商業高等学校 １ 深 見 義 明

２ 青 森 青森県立弘前工業高等学校 ２ 山 本 大 輔 米 田 文 彦

東奥学園高等学校 １ 山 本 大 輔

青森県立弘前高等学校 ２ 長 内 秀 文

八戸工業大学第一高等学校 １ 工 藤 壽 紀

千葉学園高等学校 ２ 西 山 響

弘前学院聖愛高等学校 １ 今 野 裕 一

３ 岩 手 盛岡市立高等学校 １ 小野寺 亮太 小野寺 亮太

４ 宮 城 仙台城南高等学校 １ 松 本 祥 子 ―

５ 茨 城 茨城県立取手第一高等学校 １ 宮 本 俊 子 宮 本 俊 子

６ 群 馬 前橋市立前橋高等学校 １ 園 部 恵 理 ―

７ 埼 玉 昌平高等学校 １ １ 丸 山 晴 行 柴 田 耕 造

埼玉県立狭山工業高等学校 １ ―

８ 東 京 東京都立八王子拓真高等学校 １ 佐 藤 一 雄 熊 沢 颯

日本体育大学荏原高等学校 １ 中 田 昌 博

堀越高等学校 １ 宮 舘 聡 一

青稜高等学校 １ 林 和 男

本郷高等学校 １ 後 藤 高 弘

９ 神奈川 神奈川県立神奈川工業高等学校 １ 中 尾 了 高 橋 真 澄

神奈川県立平塚工科高等学校 １ 酒井 みれい

神奈川県立横浜南陵高等学校 ２ ２ 菊 地 慎

神奈川県立釜利谷高等学校 １ 穂 積 啓 之

神奈川県立横須賀工業高等学校 １ 平 木 明 史

新名学園 旭丘高等学校 １ １ 中 坊 恵 太

神奈川県立綾瀬西高等学校 １ 山 﨑 義 昌

神奈川県立大和東高等学校 １ 三 水 岳 人

１０ 富 山 学校法人 不二越工業高等学校 １ 士 反 治 久 吉 野 浩 司

１１ 石 川 石川県立金沢伏見高等学校 １ １ 今 川 徹 今 川 徹

石川県立小松工業高等学校 １ 川 﨑 裕 貴

金沢龍谷高等学校 １ １ 杉 本 雄 一

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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参加校一覧

道都府県名 学 校 名
チーム数 監 督 引 率 者

男子 女子 代表引率者

１２ 静 岡 静岡聖光学院高等学校 １ 横 地 敦 子 横 地 敦 子

１３ 愛 知 名工学園 名古屋工業高等学校 ２ 皆 越 英 次 渡邉 孝一郎

愛知工業大学名電高等学校 ２ 太 田 博 隆

愛知県立一宮西高等学校 １ 林 剛 志

名古屋大谷高等学校 １ 皆 越 英 次

１４ 岐 阜 岐阜聖徳学園高等学校 １ 樋 口 晃 樋 口 晃

岐阜県立羽島高等学校 １ 大 橋 紀 子

１５ 滋 賀 彦根総合高等学校 １ 橘 弘 一 橘 弘 一

１６ 京 都 洛陽総合高等学校 ２ １ 秋 元 充 秀 秋 元 充 秀

１７ 島 根 島根県立出雲農林高等学校 １ 松 浦 正 広 松 浦 正 広

１８ 岡 山 岡山理科大学附属高等学校 １ 木 村 佳 苗 木 村 佳 苗

岡山県立倉敷工業高等学校 １ 鷺 森 拓 未

１９ 福 岡 近畿大学附属 福岡高等学校 １ 菅 原 直 樹 長尾 美佐絵

福岡第一高等学校 １ 菅 原 直 樹

２０ 佐 賀 佐賀県立佐賀商業高等学校 １ 田 中 愛 子 田 中 愛 子

２１ 長 崎 長崎県立長崎鶴洋高等学校 １ １ 吉 田 博 文 吉 田 博 文

２２ 大 分 大分高等学校 ２ １ 石 井 浩 之 石 井 浩 之

大分工業高等専門学校 １ 石 井 浩 之

２３ 沖 縄 沖縄県立沖縄工業高等学校 １ 小 山 正 樹 与 那 嶺 巧

沖縄県立首里東高等学校 １ １ 具 志 堅 稔

沖縄県立那覇商業高等学校 １ 比 嘉 和 史

沖縄県立中部商業高等学校 １ 新 崎 広 剛

沖縄県立真和志高等学校 １ 小 山 沢 子

２４ 三 重 三重県立桑名高等学校 １ 佐 山 天 亮 坊 野 健 大

三重県立津高等学校 １ 佐 山 天 亮

参加チーム数 ５５ １９

前年度 男子優勝校 愛知県 名工学園 名古屋工業高等学校

女子優勝校 群馬県 前橋市立前橋高等学校

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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参加選手名簿 男子

都道府 学 校 名
選 手 氏 名

県 名 第１投球者 第２投球者 補 欠

北海道 立命館慶祥高 ① 橋本 旺典 ① 加藤 世那

青 森 弘前工業Ａ ③ 石田 康次郎 ③ 相馬 祥希 ② 鳥居 凛太郎

青 森 弘前工業Ｂ ① 冨澤 蒼空 ② 河田 健杜 ② 奈良 龍乃輔

青 森 東奥学園 ③ 石山 悠牙 ② 横岡 悠斗

青 森 弘前高校Ａ ② 冨田 創之介 ② 木村 征斗

青 森 弘前高校Ｂ ② 木村 東瑚 ① 平山 昊

青 森 八戸工大一 ② 山舘 琉雅 ③ 佐々木 歩夢 ③ 猪股 一也

岩 手 盛岡市立高校 ② 合津 和斗 ① 八重樫 龍之

宮 城 仙台城南 ② 茂林 健太 ② 松本 拓也

茨 城 取手第一高校 ② 柳田 祐路 ② 宮本 拓実

埼 玉 昌平高校 ② 磯田 翼 ① 中根 聖吾

埼 玉 狭山工業 ② 豊泉 拓登 ② 丸山 瑛豊

東 京 八王子拓真 ② 佐藤 耀斗 ① 熊沢 絆 ③ 沼田 一輝

東 京 日体大荏原 ② 大戸 奏 ② 植木 詠章 ③ 前枝 泰地

東 京 堀越高等学校 ② 武市 佳也 ① 三村 優

東 京 青稜 ① 内田 泰雅 ① 篠原 蒼

東 京 本郷高校 ② 片山 晄太朗 ② 武田 昂大

神奈川 神奈川工業 ③ 髙橋 大介 ③ 髙橋 幸一

神奈川 平塚工科 ① 酒井 一希 ② 酒井 光太

神奈川 横浜南陵Ａ ③ 佐々木 雄大 ② 古矢 一樹 ② 小川 遥斗

神奈川 横浜南陵Ｂ ② 井町 唯斗 ② 菊地 剣心 ③ 鶴田 敬己

神奈川 釜利谷高校 ③ 矢田部 耀丞 ② 石川 勇翔

神奈川 県横須賀工業 ② 坂口 颯汰 ③ 井出 璃恩 ① 宮平 神羽

神奈川 旭丘高校 ③ 中川 耀貴 ② 下川 陽生 ③ 川口 騎士

富 山 不二越工高 ② 岡本 優羽 ② 倉谷 颯

石 川 金沢伏見 ① 鈴木 雅智 ③ 松本 健斗 ① 田邊 悠貴

石 川 金沢龍谷 ③ 大多 磨沙斗 ③ 篠原 優太 ② 平下 剛至

石 川 小松工業 ② 山﨑 幸晴 ② 北出 恵達 ② 谷 圭太郎

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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参加選手名簿 男子

都道府 学 校 名
選 手 氏 名

県 名 第１投球者 第２投球者 補 欠

静 岡 静岡聖光 ① 横地 優輝 ② 西川 和徳

愛 知 名古屋工業Ａ ② 前野 維吹 ③ 宮丸 銀侍 ② 石川 慧

愛 知 名古屋工業Ｂ ① 都築 啓 ③ 徳留 康太 ③ 青木 鉄士

愛 知 愛工大名電Ａ ① 藤 俊介 ① 岡田 有翔

愛 知 愛工大名電Ｂ ② 服部 倖大 ② 駒木 亮太

愛 知 県立一宮西高 ① 藤原 功聖 ① 柴田 凉

岐 阜 岐阜聖徳学園 ① 松長 大輝 ① 立木 琉誠

岐 阜 羽島高校 ① 土屋 太希 ① 大橋 一輝

滋 賀 彦根総合高校 ① 中川 漣 ③ 高橋 優斗

京 都 洛陽総合高校Ａ ② 佐藤 直輝 ② 福井 涼介

京 都 洛陽総合高校Ｂ ② 宮崎 雄介 ③ 武田 澪孔

島 根 出雲農林高校 ③ 松浦 弘正 ③ 中山 達也

岡 山 理大附属 ① 木村 優 ③ 錦織 秀

岡 山 倉敷工業 ② 石川 留偉 ② 滝澤 勇哉

福 岡 近大附属福岡 ② 谷 柾人 ③ 長尾 脩甫

福 岡 福岡第一 ① 太田 純也 ② 谷口 遼 ② 嶋 風駕

佐 賀 佐賀商業高校 ② 笠原 裕惺 ③ 田中 陽貴

長 崎 長崎鶴洋高校 ③ 吉田 悠我 ① 山口 洋輝 ③ 山口 亘琉

大 分 大分高校Ａ ① 巽 洸一 ② 姫野 陽翔

大 分 大分高校Ｂ ① 佐藤 優成 ② 岡本 弦大

大 分 大分高専 ① 荒金 秀宜 ③ 岩本 征也

沖 縄 沖縄工業高校 ③ 中里 隆紅 ③ 津波古 蓮

沖 縄 沖縄首里東 ② 宮城 快仁 ③ 座波 政斗 ① 下地 良尚

沖 縄 沖縄那覇商業 ③ 渡慶次 響 ③ 嘉手苅 隆平

沖 縄 中部商業高校 ③ 銘苅 悠介 ② 我那覇 怜 ③ 狩俣 旭利龍

三 重 桑名高校 ① 尾﨑 将史 ② 川村 凌誠 ① 小林 優真

三 重 津高校 ① 田村 颯 ② 森下 元喜

※ 選手氏名の前の○内の数字は学年を示す。

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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参加選手名簿 女子

都道府 学 校 名
選 手 氏 名

県 名 第１投球者 第２投球者 補 欠

北海道 札幌東商業 ③ 阿部 菜々花 ② 佐藤 美葉 ② 神田 涼夏

青 森 千葉学園Ａ ② 黒坂 優芽 ② 中村 結依 ② 工藤 亜耶佳

青 森 千葉学園Ｂ ② 小林 愛実 ② 石橋 心彩 ① 藤嶋 夏羽

青 森 弘前聖愛 ③ 小山内 紅葉 ② 松山 蓮音

群 馬 市立前橋高校 ② 大野 萌葉 ③ 渡辺 希哩

埼 玉 昌平高校 ② 井口 実咲 ① 五十嵐 百合花

神奈川 綾瀬西 ③ 崎山 穂花 ③ 濱﨑 りりあ

神奈川 大和東高校 ① 網代 羅夢 ② 高田 真帆 ① 濱﨑 姫琉

神奈川 横浜南陵Ａ ③ 三留 花音 ③ 長塚 未涼

神奈川 横浜南陵Ｂ ② 松田 日茉莉 ② 小針 さくら

神奈川 旭丘高校 ② 長久保 菜稀 ① 柴田 早彩

石 川 金沢伏見 ② 済田 いづみ ② 中川 綾音

石 川 金沢龍谷 ③ 吉田 美咲 ① 吉田 知花 ③ 中富 蒼乃

愛 知 名古屋大谷 ① 水谷 柚茜 ③ 山田 悠加

京 都 洛陽総合高校 ③ 福井 藍泉 ③ 伊原 梨花

長 崎 長崎鶴洋高校 ③ 野口 侑鈴 ① 中島 佳音

大 分 大分高校 ① 上野 凜 ① 後藤 静

沖 縄 沖縄首里東 ② 砂川 舞佳 ③ 宮國 愛奈

沖 縄 真和志高校 ① 運天 瑞稀 ② 又吉 純菜

※ 選手氏名の前の○内の数字は学年を示す。

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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レーン配当表
［ 男子 ］

都道府
レ ー ン

学 校 名 １回戦 ２回戦 ３回戦
県 名

1G 2G 3G 4G 5G 6G 7G 8G 9G
北海道 立命館慶祥高 46-1 48-1 50-1 25-1 27-1 17-1 34-1 36-1 38-1
青 森 弘前工業Ａ 34-1 36-1 38-1 13-2 1-2 3-2 24-1 26-1 28-1
青 森 弘前工業Ｂ 32-2 34-2 36-2 13-1 1-1 3-1 20-2 22-2 24-2
青 森 東奥学園 49-1 51-1 53-1 26-1 28-1 18-1 33-1 35-1 37-1
青 森 弘前高校Ａ 33-1 35-1 37-1 8-1 10-1 12-1 13-1 17-1 19-1
青 森 弘前高校Ｂ 28-1 18-1 20-1 49-2 51-2 53-2 8-1 10-1 12-1
青 森 八戸工大一 36-1 38-1 40-1 1-2 3-2 5-2 26-1 28-1 14-1
岩 手 盛岡市立高校 34-2 36-2 38-2 1-1 3-1 5-1 28-2 14-2 18-2
宮 城 仙台城南 27-1 17-1 19-1 48-1 50-1 52-1 1-1 3-1 5-1
茨 城 取手第一高校 31-1 33-1 35-1 6-1 8-1 10-1 27-1 13-1 17-1
埼 玉 昌平高校 42-1 44-1 32-1 7-2 9-2 11-2 18-1 20-1 22-1
埼 玉 狭山工業 26-1 28-1 18-1 51-2 53-2 55-2 6-1 8-1 10-1
東 京 八王子拓真 20-1 22-1 24-1 45-2 47-2 49-2 12-1 2-1 4-1
東 京 日体大荏原 44-1 32-1 34-1 9-2 11-2 13-2 20-1 22-1 24-1
東 京 堀越高等学校 56-1 46-1 48-1 23-1 25-1 27-1 32-1 34-1 36-1
東 京 青稜 25-1 27-1 17-1 46-1 48-1 50-1 7-1 9-1 11-1
東 京 本郷高校 41-1 43-1 31-1 2-1 4-1 6-1 23-1 25-1 27-1
神奈川 神奈川工業 50-1 52-1 54-1 21-2 23-2 25-2 42-1 32-1 34-1
神奈川 平塚工科 46-2 48-2 50-2 27-1 17-1 19-1 38-2 40-2 42-2
神奈川 横浜南陵Ａ 52-1 54-1 56-1 19-2 21-2 23-2 40-1 42-1 32-1
神奈川 横浜南陵Ｂ 45-1 47-1 49-1 22-1 24-1 26-1 41-1 31-1 33-1
神奈川 釜利谷高校 19-1 21-1 23-1 52-1 54-1 56-1 9-1 11-1 1-1
神奈川 県横須賀工業 32-1 34-1 36-1 11-2 13-2 1-2 22-1 24-1 26-1
神奈川 旭丘高校 51-1 53-1 55-1 28-1 18-1 20-1 35-1 37-1 39-1
富 山 不二越工高 48-2 50-2 52-2 17-1 19-1 21-1 40-2 42-2 32-2
石 川 金沢伏見 38-2 40-2 42-2 5-1 7-1 9-1 14-2 18-2 20-2
石 川 金沢龍谷 40-1 42-1 44-1 5-2 7-2 9-2 14-1 18-1 20-1
石 川 小松工業 44-2 32-2 34-2 3-1 5-1 7-1 24-2 26-2 28-2
静 岡 静岡聖光 22-2 24-2 26-2 45-1 47-1 49-1 12-2 2-2 4-2
愛 知 名古屋工業Ａ 38-1 40-1 42-1 3-2 5-2 7-2 28-1 14-1 18-1
愛 知 名古屋工業Ｂ 24-1 26-1 28-1 53-2 55-2 45-2 4-1 6-1 8-1
愛 知 愛工大名電Ａ 54-1 56-1 46-1 17-2 19-2 21-2 38-1 40-1 42-1
愛 知 愛工大名電Ｂ 35-1 37-1 39-1 4-1 6-1 8-1 25-1 27-1 13-1
愛 知 県立一宮西高 39-1 41-1 43-1 14-1 2-1 4-1 21-1 23-1 25-1
岐 阜 岐阜聖徳学園 23-1 25-1 27-1 56-1 46-1 48-1 5-1 7-1 9-1
岐 阜 羽島高校 26-2 28-2 18-2 49-1 51-1 53-1 8-2 10-2 12-2
滋 賀 彦根総合高校 50-2 52-2 54-2 19-1 21-1 23-1 42-2 32-2 34-2
京 都 洛陽総合高校Ａ 52-2 54-2 56-2 21-1 23-1 25-1 32-2 34-2 36-2
京 都 洛陽総合高校Ｂ 22-1 24-1 26-1 55-2 45-2 47-2 2-1 4-1 6-1
島 根 出雲農林高校 53-1 55-1 45-1 18-1 20-1 22-1 37-1 39-1 41-1
岡 山 理大附属 55-1 45-1 47-1 24-1 26-1 28-1 31-1 33-1 35-1
岡 山 倉敷工業 48-1 50-1 52-1 27-2 17-2 19-2 36-1 38-1 40-1

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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レーン配当表
都道府

レ ー ン

学 校 名 １回戦 ２回戦 ３回戦
県 名

1G 2G 3G 4G 5G 6G 7G 8G 9G
福 岡 近大附属福岡 47-1 49-1 51-1 20-1 22-1 24-1 39-1 41-1 31-1
福 岡 福岡第一 20-2 22-2 24-2 55-1 45-1 47-1 6-2 8-2 10-2
佐 賀 佐賀商業高校 36-2 38-2 40-2 11-1 13-1 1-1 18-2 20-2 22-2
長 崎 長崎鶴洋高校 42-2 44-2 32-2 9-1 11-1 13-1 22-2 24-2 26-2
大 分 大分高校Ａ 21-1 23-1 25-1 54-1 56-1 46-1 3-1 5-1 7-1
大 分 大分高校Ｂ 17-1 19-1 21-1 50-1 52-1 54-1 11-1 1-1 3-1
大 分 大分高専 43-1 31-1 33-1 10-1 12-1 14-1 17-1 19-1 21-1
沖 縄 沖縄工業高校 28-2 18-2 20-2 51-1 53-1 55-1 2-2 4-2 6-2
沖 縄 沖縄首里東 18-2 20-2 22-2 53-1 55-1 45-1 4-2 6-2 8-2
沖 縄 沖縄那覇商業 37-1 39-1 41-1 12-1 14-1 2-1 19-1 21-1 23-1
沖 縄 中部商業高校 18-1 20-1 22-1 47-2 49-2 51-2 10-1 12-1 2-1
三 重 桑名高校 40-2 42-2 44-2 7-1 9-1 11-1 26-2 28-2 14-2
三 重 津高校 24-2 26-2 28-2 47-1 49-1 51-1 10-2 12-2 2-2

［ 女子 ］

都道府
レ ー ン

学 校 名 １回戦 ２回戦 ３回戦
県 名

1G 2G 3G 4G 5G 6G 7G 8G 9G
北海道 札幌東商業 9-1 11-1 13-1 44-1 32-1 34-1 47-1 49-1 51-1
青 森 千葉学園Ａ 3-1 5-1 7-1 38-2 40-2 42-2 55-1 43-1 45-1
青 森 千葉学園Ｂ 6-2 8-2 10-2 33-1 35-1 37-1 52-2 54-2 56-2
青 森 弘前聖愛 2-2 4-2 6-2 43-1 31-1 33-1 48-2 50-2 52-2
群 馬 市立前橋高校 14-1 2-1 4-1 39-1 41-1 43-1 48-1 50-1 52-1
埼 玉 昌平高校 4-1 6-1 8-1 43-2 31-2 33-2 52-1 54-1 56-1
神奈川 綾瀬西 11-1 13-1 1-1 32-1 34-1 36-1 49-1 51-1 53-1
神奈川 大和東高校 1-1 3-1 5-1 36-1 38-1 40-1 53-1 55-1 43-1
神奈川 横浜南陵Ａ 4-2 6-2 8-2 31-1 33-1 35-1 50-2 52-2 54-2
神奈川 横浜南陵Ｂ 5-1 7-1 9-1 40-1 42-1 44-1 51-1 53-1 55-1
神奈川 旭丘高校 10-1 12-1 14-1 35-2 37-2 39-2 44-1 46-1 48-1
石 川 金沢伏見 8-1 10-1 12-1 33-2 35-2 37-2 56-1 44-1 46-1
石 川 金沢龍谷 12-1 14-1 2-1 38-1 40-1 42-1 46-1 48-1 50-1
愛 知 名古屋大谷 8-2 10-2 12-2 35-1 37-1 39-1 54-2 56-2 44-2
京 都 洛陽総合高校 13-1 1-1 3-1 34-1 36-1 38-1 43-1 45-1 47-1
長 崎 長崎鶴洋高校 10-2 12-2 14-2 37-1 39-1 41-1 56-2 44-2 46-2
大 分 大分高校 2-1 4-1 6-1 41-1 43-1 31-1 50-1 52-1 54-1
沖 縄 沖縄首里東 7-1 9-1 11-1 42-1 44-1 32-1 45-1 47-1 49-1
沖 縄 真和志高校 6-1 8-1 10-1 31-2 33-2 35-2 54-1 56-1 44-1

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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決勝成績表
［ 男子 ］

1
高等学校 7L

9LA

8
高等学校 8L

13LE

5
高等学校 11L

10LB

4
高等学校 12L 男子優勝

G 高等学校

3
高等学校 15L

17LC

6
高等学校 16L

14LF

7
高等学校 19L

18LD

2
高等学校 20L

↑ 予選順位

［ 女子 ］

1
高等学校 35L

37LA

8
高等学校 36L

41LE

5
高等学校 39L

38LB

4
高等学校 40L 女子優勝

G 高等学校

3
高等学校 43L

45LC

6
高等学校 44L

42LF

7
高等学校 47L

46LD

2
高等学校 48L

↑ 予選順位

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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成績表
［ 男子 ］

順 位 学 校 名 所 属 選 手 名

優 勝

準優勝

第３位

第４位

第５位

第６位

第７位

第８位

学 校 名 所 属 選 手 名 得 点

Ｈ／Ｇ

Ｈ／Ｓ

［ 女子 ］

順 位 学 校 名 所 属 選 手 名

優 勝

準優勝

第３位

第４位

第５位

第６位

第７位

第８位

学 校 名 所 属 選 手 名 得 点

Ｈ／Ｇ

Ｈ／Ｓ

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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栄光の記録（１）
【第１回大会】 １９９４年１２月２２日～２３日

参加：男子 ４６校 女子 ３０校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 南京都高等学校 （京都） 森本 小橋 徳島市立高等学校 (徳島) 広瀬 戸川

【第２回大会】 １９９５年１２月２２日～２３日

参加：男子 ５１校 女子 ２２校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 南京都高等学校 （京都） 小橋 森本 静岡県立静岡城北高等学校 (静岡) 片井 森

【第３回大会】 １９９６年１２月２２日～２３日

参加：男子 ５７校 女子 １９校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 北海道石狩高等学校 （北海道） 小川 川村 東海大学山形高等学校 (山形) 斉藤 澁谷

【第４回大会】 １９９７年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６６校 女子 ２２校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 福岡第一高等学校 （福岡） 小松 花田 二宮 石川県立金沢伏見高等学校 (石川) 徳田 永井 新井

【第５回大会】 １９９８年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６５校 女子 ２１校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 東京学園高等学校 （東京） 松坂 天野 可児 神奈川県立釜利谷高等学校 (神奈川) 佐藤 髙坂 吉川

【第６回大会】 １９９９年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６９校 女子 ２９校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 福岡第一高等学校 （福岡） 二宮 政時 中野 日本女子大学附属高等学校 (神奈川) 一戸 福田

【第７回大会】 ２０００年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６３校 女子 ２８校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 大阪市立泉尾工業高等学校 （大阪） 北本 松尾 古川学園古川商業高等学校 (宮城) 河原 河原

【第８回大会】 ２００１年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６６校 女子 ２２校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 神奈川県立釜利谷高等学校 （神奈川） 井上 善波 本杉 大阪市立泉尾工業高等学校 (大阪) 原田 西村 井上

【第９回大会】 ２００２年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６８校 女子 ２３校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 八商学園秀岳館高等学校 （熊本） 上村 日置 田中 福岡第一高等学校 (福岡) 松永 本村

【第１０回大会】 ２００３年１２月２２日～２３日

参加：男子 ７０校 女子 ２５校 会場：愛知・星ヶ丘ボウル

男 子 女 子

優 勝 福岡第一高等学校 （福岡） 佐藤 大串 巽 岡山理科大学附属高等学校 (岡山) 長谷川 武井

【第１１回大会】 ２００４年１２月２２日～２３日

参加：男子 ６４校 女子 ２０校 会場：神奈川・新横浜プリンスホテルボウリングセンター

男 子 女 子

優 勝 新名学園旭丘高等学校 （神奈川） 渡邉 小林 沖縄県立北谷高等学校 (沖縄) 宮城 伊保

【第１２回大会】 ２００５年１２月２３日～２５日

参加：男子 ６４校 女子 ２６校 会場：神奈川・川崎Ａボウル

男 子 女 子

優 勝 金沢市立工業高等学校 （石川） 宇田 西嶋 大西 沖縄県立北谷高等学校 (沖縄) 宮城 伊保 伊保

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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栄光の記録（２）
【第１３回大会】 ２００６年１２月２３日～２５日

参加：男子 ６４校 女子 ２６校 会場：神奈川・川崎Ａボウル

男 子 女 子

優 勝 愛知工業大学名電高等学校 （愛知） 今野 前田 高崎健康福祉大学高崎高等学校 (群馬) 鈴木 小田切

【第１４回大会】 ２００７年１２月２２日～２４日

参加：男子 ５６校 女子 ２０校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 山本学園高等学校 （山形） 越後 越後 神奈川県立横浜南陵高等学校 (神奈川) 佐藤 奥 松岡

【第１５回大会】 ２００８年１２月１９日～２１日

参加：男子 ６１校 女子 ２２校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 福岡第一高等学校 （福岡） 安里 升井 宮城 青森県立青森工業高等学校 (青森) 坂井 根深

【第１６回大会】 ２００９年１２月１８日～２０日

参加：男子 ６８校 女子 ３０校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 大阪府立藤井寺工科高等学校 （大阪） 濱中 髙田 重見 堀越高等学校 (東京) 箕輪 大嶋

【第１７回大会】 ２０１０年１２月１７日～１９日

参加：男子 ６９校 女子 ３２校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 京都府立東稜高等学校 （京都） 開原 西川 豊川高等学校 (愛知) 諸頭 渡辺

【第１８回大会】 ２０１１年１２月１６日～１８日

参加：男子 ６４校 女子 ３２校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 青森山田高等学校埼玉校 （埼玉） 今北 大村 伊藤 堀越高等学校 (東京) 箕輪 大嶋

【第１９回大会】 ２０１２年１２月２１日～２３日

参加：男子 ６２校 女子 ２６校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 八戸工業大学第一高等学校Ａ （青森） 工藤 工藤 津田学園高等学校 (三重) 坂倉 中村

【第２０回大会】 ２０１３年１２月２０日～２２日

参加：男子 ７２校 女子 ２４校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 金沢市立工業高等学校Ａ （石川） 松田 田中 広瀬 福島東稜高等学校 (福島) 大河内 斎藤

【第２１回大会】 ２０１４年１２月１９日～２１日

参加：男子 ７２校 女子 ２４校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 埼玉県立大宮工業高等学校Ｂ （埼玉） 石川 飯島 愛媛県立今治西高等学校 (愛媛) 御手洗 御手洗

【第２２回大会】 ２０１５年１２月１８日～２０日

参加：男子 ６４校 女子 ２２校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 神奈川県立横須賀工業高等学校Ａ （神奈川） 吉川 土方 長瀬 堀越高等学校 (東京) 照山 八木 越山

【第２３回大会】 ２０１６年１２月２３日～２５日

参加：男子 ６３校 女子 ２２校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 堀越高等学校 （東京） 鈴木 古畑 長瀬 神奈川県立横浜南陵高等学校 (神奈川) 岩川 内田 横山

【第２４回大会】 ２０１７年１２月２２日～２４日

参加：男子 ６０校 女子 ２４校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 国士舘高等学校 （東京） 関口 天川 和歌山県立和歌山北高等学校 (和歌山) 伊勢川 山本

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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栄光の記録（３）
【第２５回大会】 ２０１８年１２月２１日～２３日

参加：男子 ５９校 女子 ２３校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 神奈川県立横須賀工業高等学校 （神奈川） 中尾 石川 福岡第一高等学校 (福岡) 幸木 原野

【第２６回大会】 ２０１９年１２月２０日～２２日

参加：男子 ５９校 女子 １９校 会場：神奈川・川崎グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 岐阜聖徳学園高等学校 （岐阜） 瀬古 石川 静岡県立富岳館高等学校 (静岡) 米山 鈴木

【第２７回大会】 ２０２０年１２月１８日～２０日

参加：男子 ４４校 女子 １４校 会場：三重・津グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 桐丘学園桐生第一高等学校 （群馬） 砂長 砂長 福岡第一高等学校 (福岡) 溝田 幸木

【第２８回大会】 ２０２１年１２月２４日～２６日

参加：男子 ４７校 女子 ２０校 会場：三重・津グランドボウル

男 子 女 子

優 勝 沖縄県立中部商業高等学校 （沖縄） 光﨑 宜保 神奈川県立綾瀬西高等学校 (神奈川) 崎山 濱﨑

第30回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会
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文 部 科 学 大 臣 杯
第２９回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会

成 績 表

２０２２年１２月２３日（金）～２５日（日）

参加：男子４３校・女子２１校 会 場：三重・津グランドボウル

≪ 男 子 の部 ≫
優 勝 名工学園名古屋工業高等学校Ａ（愛知県）

宮丸 銀侍（２年） 及川 翔平（３年） 小柳 仁人（２年）

準優勝 日本体育大学荏原高等学校（東京都）

大戸 奏（１年） 植木 詠章（１年）

第３位 神奈川県立釜利谷高等学校（神奈川県）

矢田部 耀丞（２年） 渡辺 景太（３年） 北﨑 日太（３年）

第４位 神奈川県立横浜南陵高等学校（神奈川県）

阿部 賢志朗（３年） 福島 真杜（３年） 古矢 一樹（１年）

第５位 北海道札幌工業高等学校（北海道）

畑中 勇星（２年） 佐藤 永紀（３年）

第６位 学校法人崇徳学園崇徳高等学校（広島県）

二宮 知樹（３年） 柳生 真賢（１年）

第７位 沖縄県立首里東高等学校（沖縄県）

座波 政斗（２年） 宮城 快仁（１年）

第８位 仙台城南高等学校（宮城県）

熊澤 かうり（３年） 松本 拓也（１年） 茂林 健太（１年）

ハイゲーム 長尾 脩甫（福岡県・近畿大学附属福岡高等学校２年） ３００

ハイシリーズ 一条 竜矢（岩手県・盛岡市立高等学校３年） ７６８

≪ 女 子 の部 ≫
優 勝 前橋市立前橋高等学校（群馬県）

大野 萌葉（１年） 渡辺 希哩（２年）

準優勝 神奈川県立綾瀬西高等学校（神奈川県）

崎山 穂花（２年） 濱﨑 りりあ（２年）

第３位 群馬県立安中総合学園高等学校（群馬県）

多胡 和姫（２年） 石田 夏菜（３年）

第４位 愛知県立木曽川高等学校（愛知県）

戸塚 知菜（３年） 林 育美（３年） 山之内 詩（１年）

第５位 沖縄県立首里東高等学校（沖縄県）

宮國 愛奈（２年） 砂川 舞佳（１年）

第６位 金沢龍谷高等学校（石川県）

吉田 美咲（２年） 米田 衣澄（３年） 中富 蒼乃（２年）

第７位 北海道札幌東商業高等学校（北海道）

岡部 心咲（３年） 佐藤 美葉（１年） 布施 穂花（３年）

第８位 三重県立津商業高等学校（三重県）

金森 佑理（１年） 宮原 瑠那（２年）

ハイゲーム 石田 夏菜（群馬県・群馬県立安中総合学園高等学校３年） ２９８

ハイシリーズ 林 育美（愛知県・愛知県立木曽川高等学校３年） ７５３
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